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ごあいさつ 

「第 11 回 水郷柳川夏の水まつり」は、猛暑日が続く中での開催とな

りましたが、多くの関係機関、団体、企業等、皆さまのご協力により事

故もなく無事幕を閉じることができましたことを深く感謝申し上げま

す。 

実行委員会では、平成 20 年の第 1回開催より、市民の皆さまに柳川の

地域資源である「水」と「掘割」を舞台にした“遊び”、市民の市民によ

る市民のための“水まつり”を開催することで、水環境再生への意識付

けを目的に様々な企画をしてきました。 

矢部川上流から約 60 ㎞の道のりを歩いて源流水を運んできた「源流水

持ち帰り隊」のイベントを皮切りに、柳川の掘割で遊ぶ「堀 de カヌー」、

「アクアスキッパー」を楽しんでいただきました。水上競技の「水上ゴ

ザばしり」や「はんぎり競漕」では好タイム目指しての力走（漕）、「カ

ヌー競争」、「掘割エイト」でもそれぞれが力を出し切って競い合いまし

た。 

また、海外からタイの大学チームも参加した「柳川ソーラーボート大

会」も同時開催しました。 

陸上においても、「スケールボート」をはじめ「金魚すくい」や「ホウ

酸だんご・石けんづくり」、展示ブースでは「掘割再生資料の展示」など

多くのイベントを用意しました。「巨大プール」には多くの子どもたちが

集まり、笑顔があふれ、皆さまに十分楽しんでいただけたものと確信し

ております。 

11 回目となるこの水まつりを開催したことにより、柳川にとっての生

命線である“水”の大切さに気付いていただき、子どもから大人まで「水」

と「掘割」に親しんでいただける人が一人でも増えることを期待してい

ます。 

 

 

                

             水郷柳川の水の祭典実行委員会 

会長 川口 聡 
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□ 夏の水まつりの概要                          

 

１ 事業の背景 

（１）きっかけ 

■平成 19 年 3 月 「第 1次柳川市総合計画」を策定 

将来像「生きがいと活力に満ち自然と共生する住みよいまち」を実現す

るために、特に重点的に取り組む 5つの重点プロジェクトを設定。 

その一つが「先人が築き、守り続けてきた自然環境を保全するため環境

教育や地域づくりを行う」ことを主旨とする「自然との共生プロジェクト」。 

 

■平成 19 年 4 月「柳川市掘割を守り育てる条例」（愛称：水の憲法）を施行 

貴重な掘割や河川の水環境を守り、次の世代に引き継ぎ、掘割を生かした

快適でうるおいのあるまちづくりを進める。 

 

■平成 20 年 3 月 「掘割を生かしたまちづくり行動計画」を策定 

①市と市民と事業者が一体となって具体的な行動に移すため、平成 20 年度

からの 5ヵ年を計画期間として策定。 

②行動計画における将来像は、「ホタルの飛び交う水郷柳川」。 

③将来像を実現するための具体的な方策として、「①水環境の保全」、「②水

郷景観の継承」、「③掘割を守り育てる実践行動」の 3つの柱。 

 

■平成 20 年 4 月 新たな水のまつりの企画 

行動計画の 3 つの柱の一つである「掘割を守り育てる実践行動」に掲げ

る事業として、市民が水源の森に感謝しながら水と親しみ、水と掘割を通

して環境問題を考え、本市の地域資源である掘割や河川を活用した「新し

い水のまつり」を企画。 

 

（２）これまでの祭典 

■平成 20 年 8 月 2 日、3日 第１回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

  ・観客数 約 3,500 人（足湯広場 2,000 人、あめんぼ広場 1,500 人） 

 

■平成 21 年 8 月 1 日、2日 第 2回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

  ・観客数 約 5,000 人 

   

■平成 22 年 7 月 31 日、8月 1日 第 3回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

  ・観客数 約 12,000 人 ・柳川スケールボートフェスティバルを同時開催 
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 ■平成 23 年 8 月 6 日、7 日 第 4回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

  ・観客数 約 12,000 人 

 

 ■平成 24 年 9 月 15 日、16 日 第 5 回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

  ・観客数 約 10,000 人 
 

 ■平成 25 年 8 月 3 日、4 日 第 6回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

  ・観客数 約 9,000 人 
 

■平成 26 年 8 月 2 日、3日 第 7回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

・観客数 約 10,000 人 

  

 ■平成 27 年 8 月 1 日、2 日 第 8回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

・観客数 約 15,000 人 ・ソーラーボート大会に海外チーム初参戦 

（インドネシア、タイ） 

■平成 28 年 8 月 6 日、7日 第 9回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

・観客数 約 15,000 人  

 

■平成 29 年 8 月 5 日、6日 第 10 回「水郷柳川夏の水まつり」を開催 

・観客数 約 10,000 人 ※台風５号接近のため、２日目の正午でイベント中止。 

 

 

２ 目的 

 

市民の力と地域の力を源に、本市の地域資源である掘割や河川を活用し、次

代を担う人づくりや市民主導の地域づくりを推進するため、市民自らアイディ

アを出し合い、事業を企画し、手作りで水と親しみ、参加できる「市民の市民

による市民のための水まつり」を実践することで、市民の手による水環境の再

生を啓発することを目的とします。 

また、ソーラーボート大会も合わせて開催することによって、環境面におけ

る本市の先進的な取り組みを全国に発信して本市のイメージアップを図るこ

とを目的とします。 
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３ コンセプト 

 

 

 

 

４ 日  時  平成 30 年 8 月 4 日（土）～ 5 日（日）の 2日間 

 

５ 会  場  「からたち文人の足湯公園」柳川市弥四郎町 2番地 1他 

 

６ 主  催   水郷柳川の水の祭典実行委員会 

 

７ 観 客 数  約 12,000 人（2日間のべ） 

水辺回帰に向けた方向性の策定 

水と遊ぶ 水辺で寛ぐ 水辺を感じる 

人が集う 心が通う 水辺の創造 

恒久的に持続可能なポジショニングを目指す 

水辺で遊び、水に親し 

む体験型のイベントを 

提供し、柳川が持つ水 

辺のロケーションの豊 

かさを子どもたちが感 

じる仕組みづくりを創 

造する。 

水辺空間に人が集い、 

水辺の心地良さを共 

有できる場を提供し、 

掘割や河川が持つ魅 

力を市民が実感でき 

る仕組みを創造する。 

水辺で、誰もが参加で 

きるイベントを創造し、 

参加者や来場者で感動 

を共有できる仕組みづ 

くりを行い、上質な水 

辺イメージを醸成する。 
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□ 事業内容                              

【１】開会式 

（内容）開会式の中では、約 60 ㎞の道のりを歩き矢部川の源流水を運んでき

た源流水持ち帰り隊が到着したり、ソーラーボート大会参加のタイ

チームの紹介も行いました。 

     

 （日時）8月 4日 午前 9時 30 分～ 

 

会長あいさつ 金子市長あいさつ 
鈴木九州支社長あいさつ 

（GS ユアサ） 

     

 

 

◆源流水持ち帰り               ◆タイチーム（カセサート大学）紹介 
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 【２】堀 de カヌー 

 （内容）御花南側の出逢い橋付近にてカヌー体験を実施。ドンコ舟とは違っ

た視線で掘割を感じられ、大人から子供までカヌーを楽しんでもら

いました。 

 （日時）8月 4日午前 10 時～午後 5時 30 分、5日午前 9時～午後 4時 

 （参加者）1日目：71 人、2日目： 68 人 延べ：139 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】アクアスキッパー 

（内容）アクアスキッパー（水上自転車）に乗り水上をスイスイと進んで楽

しんでもらいました。小学生が多く参加し、みな乗りこなそうと頑

張っていました。 

 （日時）8月 4日午前 10 時～午後 5時 30 分、5日午前 9時～午後 4時 

（参加者） 1 日目：18 人 2 日目：18 人 延べ 36 人 
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【４】ソーラーボート周回レース 

（内容）3艇 1組で出走し、掘割 1周（約 3.1 ㎞）のタイムを競いました。 

（日時）8月 4日午後 1時～ 

（参加チーム） 28 チーム（一般 13 チーム、学生 15 チーム） 

（優勝）一般の部：Ｚ－party 「Zp Jr.8」 10 分 53 秒 36 

    学生の部：高知県立須崎工業高等学校造船部「Horiwari star」 

10 分 42 秒 86 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■周回レース結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼッケン 区分 名称 船名 周回予選 備考 順位
4 一般 Z-party Dragon-Fly 0:10:53.36 なし 1

10 一般 第33回卒伝習館3年1組B SUNの市-R 0:11:04.90 なし 2
1 一般 チーム荒巻 誠Ⅲ 0:11:11.82 なし 3

12 一般 （株）共和建設 むつごろう 0:11:35.73 なし 4
11 一般 チーム飲み放題 ハンドルキーパー 0:12:25.83 なし 5
7 一般 乗富鉄工所 イノベーション2号 0:13:37.40 なし 6
2 一般 楽走会 楽 0:13:45.57 なし 7
9 一般 NGV セイレン 0:14:21.41 なし 8

13 一般 がんばるマツウラ しょうぶでGO 0:14:56.30 なし 9
5 一般 Sun rise 立花町 ビクトリーマルタ 0:15:55.26 なし 10
6 一般 Y.M.D club Durga 0:19:44.70 ペナルティ 11
8 一般 IMS-KASET IMS-KASET 0:20:39.39 なし 12
3 一般 第33回卒伝習館3年1組A SUNの市 0:23:36.69 なし 13

24 学生 高知県立須崎工業高等学校　造船部 Horiwari star 0:10:42.86 なし 1
23 学生 三池工業高校B 三工魂2018 0:12:50.61 なし 2
14 学生 佐世保工業高校　機械科 真破。 0:13:37.27 なし 3
18 学生 大牟田高等学校A ビック　ドラゴン 0:13:42.18 なし 4
20 学生 鹿町工業高校 ティティ 0:14:14.86 なし 5
26 学生 大牟田高等学校B 大蛇山 0:16:04.14 なし 6
16 学生 チーム　筑紫台高校 紫輝号 0:21:21.96 なし 7
28 学生 山口県立美祢青嶺高等学校 太陽娘 0:22:01.04 なし 8
21 学生 鳥栖工 鳥栖工号 0:24:23.34 なし 9
27 学生 有明高専 萩尾丸 0:24:40.05 なし 10
25 学生 長崎工業高校B ポケモン号 0:28:01.87 なし 11
19 学生 長崎県立島原工業高等学校 GAMADASU 0:38:12.76 なし 12
15 学生 三池工業高校Ａ MK-THA 9:59:59.00 リタイヤ 13
17 学生 長崎工業高校A カステラ丸 9:59:59.00 リタイヤ 13
22 学生 佐世保工業Ｒ いそぎんちゃく 9:59:59.00 リタイヤ 13
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【５】カヌー競争 

 （内容）カヌー（Ｂ＆Ｇ艇）で、往復２００ｍのタイムを競いました。Ｂ＆

Ｇ大和海洋クラブから多数の参加があり、スピーディなレース展開

が繰り広げられました。 

 （日時）8月 4日午前 10 時 30 分～ 

 （参加者）小学生の部：15 人 一般の部：5人 合計 20 人 

 （優勝）小学生の部  松藤 諒伍   1 分 33 秒 88 

     一般の部   杉山 敬典   1 分 39 秒 94 

 

結果はホームページ「http://www.yanagawa-solarboat.com/resultsui.html」で公開中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６】はんぎり競漕 

（内容）はんぎりに乗って約 7～8ｍ先の竿を往復しタイムを競いました。あ

せれば転覆で失格、ゆっくりいけばタイムが遅くなる、そのギリギ

リのラインを見極め頑張っていました。 

（日時）8月 4日午後 2時 45 分～ 

（参加者）36 人 

（優勝） 東 哲平  41 秒 31 

結果はホームページ「http://www.yanagawa-solarboat.com/resultsui.html」で公開中。 
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【７】掘割エイト競漕 

 （内容）約 150ｍの区間を 9人１組でどんこ舟を漕いで競うタイムレースを行

いました。上位は接戦になり、タイムが発表されるたびに歓声が上が

りました。 

 （日時）   8 月 4 日午後 4時～ 

 （参加チーム）22 チーム 198 人 

 （優勝）   ＴＥＡＭ 漕人  1 分 04 秒 25 

結果はホームページ「http://www.yanagawa-solarboat.com/resultsui.html」で公開中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

【８】ソーラーボートスラロームコンテスト 

（内容）2 艇ずつ出走し、約 150ｍの区間にランダムな間隔（約 6ｍ～10ｍ）

で設置されたブイをスラロームしてタイムを競いました。 

（日時）8月 5日午前 9時～ 

（参加チーム）22 チーム（一般 9チーム、学生 13 チーム） 

（優勝）一般の部：チーム荒巻 「誠Ⅲ」 27 秒 44 

    学生の部：高知県立須崎工業高校造船部「Horiwari star」24 秒 86 
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■スラロームコンテスト結果一覧 

ゼッ
ケン

区分 名称 船名 備考 順位

1 一般 チーム荒巻 誠Ⅲ 27 44 1

9 一般 NGV セイレン 29 41 2

11 一般 チーム飲み放題 ハンドルキーパー 29 47 3

12 一般 （株）共和建設 むつごろう 32 68 4

7 一般 乗富鉄工所 イノベーション2号 33 72 5

2 一般 楽走会 楽 37 75 6

5 一般 Sun rise 立花町 ビクトリーマルタ 59 85 7

8 一般 IMS-KASET IMS-KASET 2 02 43 8

4 一般 Z-party Dragon-Fly リタイヤ

24 学生 高知県立須崎工業高等学校　造船部 Horiwari star 24 86 1

28 学生 山口県立美祢青嶺高等学校 太陽娘 35 03 2

26 学生 大牟田高等学校B 大蛇山 38 44 3

14 学生 佐世保工業高校　機械科 真破。 41 54 4

20 学生 鹿町工業高校 ティティ 55 75 5

21 学生 鳥栖工 鳥栖工号 56 38 6

18 学生 大牟田高等学校A ビック　ドラゴン 1 17 67 7

19 学生 長崎県立島原工業高等学校 GAMADASU 1 31 86 8

22 学生 佐世保工業Ｒ いそぎんちゃく 46 91 失格

27 学生 有明高専 萩尾丸 1 24 09 失格

25 学生 長崎工業高校B ポケモン号 1 36 98 失格

17 学生 長崎工業高校A カステラ丸 2 07 23 失格

16 学生 チーム　筑紫台高校 紫輝号 リタイヤ

タイム
  (分)　　 　 (秒)　    (００)
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【９】水上ゴザばしり 

（内容）障害物を取り付けた約 20m のゴザを水上に設置し、その上を走って

タイムを競う競技を行いました。参加者は募集定員に達し、大盛況

でした。 

 （日時）8月 5日午前 11 時～ 

 （参加者）50 人 

 （優勝） 中田 莉来    5 秒 92 

結果はホームページ「http://www.yanagawa-solarboat.com/resultsui.html」で公開中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０】ソーラーボート周回レース（リベンジ） 

（内容）予選通過できなかったチームによる周回コース 1 周のタイムレース

を行いました。一斉にスタートし順位を競いました。 

 （日時）8月 5日午後 1時 

 （参加チーム） 4 チーム 

 （特別賞）１位：佐世保工業Ｒ 13 分 25 秒 

ゼッ
ケン

区分 船名 名称 順位

22 学生 佐世保工業Ｒ いそぎんちゃく 13 25 99 1

5 一般 Sun rise 立花町 ビクトリーマルタ 14 56 17 2

17 学生 長崎工業高校A カステラ丸 23 43 61 3

3 一般 第33回卒伝習館3年1組A SUNの市 リタイヤ

タイム
  (分)　　 　 (秒)　    (００秒)

 

 

 

 

 



- 12 - 

【１１】ソーラーボート周回レース（決勝） 

 内容）20 艇（一般 9艇、学生 11 艇）が予選タイムの順にスタートポジショ

ンを決定し、一斉にスタートして 3周(約 10 ㎞)の順位を競う競技を

行いました。決勝に出場する 20 チームには 400Ｗの地上太陽光発電

設備を貸し出し、電力補給ピットとして使用できます。 

（日時）8月 5日 午後 2時～ 

（優勝）一般の部：（株）共和建設「むつごろう 」43 分 12 秒 

    学生の部：高知県立須崎工業高校造船部「Horiwari star」 

40 分 21 秒 

ゼッ
ケン

区分 名称 船名 周回決勝 備考
順位

（区分）

12 一般 （株）共和建設 むつごろう 0:43:12.40 なし 1

1 一般 チーム荒巻 誠Ⅲ 0:43:57.93 なし 2

11 一般 チーム飲み放題 ハンドルキーパー 0:54:10.36 なし 3

7 一般 乗富鉄工所 イノベーション2号 0:54:13.46 なし 4

13 一般 がんばるマツウラ しょうぶでGO 0:58:00.12 なし 5

2 一般 楽走会 楽 1:07:57.64 なし 6

4 一般 Z-party Dragon-Fly 9:59:59.00 リタイヤ 7

9 一般 NGV セイレン 9:59:59.00 リタイヤ 7

10 一般 第33回卒伝習館3年1組B SUNの市-R 9:59:59.00 リタイヤ 7

24 学生 高知県立須崎工業高等学校　造船部 Horiwari star 0:40:21.97 なし 1

14 学生 佐世保工業高校　機械科 真破。 0:53:11.66 なし 2

20 学生 鹿町工業高校 ティティ 0:55:58.70 なし 3

18 学生 大牟田高等学校A ビック　ドラゴン 9:59:59.00 リタイヤ 4

21 学生 鳥栖工 鳥栖工号 9:59:59.00 リタイヤ 4

23 学生 三池工業高校B 三工魂2018 9:59:59.00 リタイヤ 4

25 学生 長崎工業高校B ポケモン号 9:59:59.00 リタイヤ 4

26 学生 大牟田高等学校B 大蛇山 9:59:59.00 リタイヤ 4

27 学生 有明高専 萩尾丸 9:59:59.00 リタイヤ 4

16 学生 チーム　筑紫台高校 紫輝号 9:59:59.00 不出走

28 学生 山口県立美祢青嶺高等学校 太陽娘 9:59:59.00 不出走
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【１２】金魚すくい 

 （内容）金魚すくいを行いました。 

 （日時）8月 5日午前 10 時～午後 4時 

 （参加者）170 人 
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【１３】巨大プール 

（内容）水辺で遊べる巨大プールを設置しました。そのプールの中で、たく

さんの子どもたちが水遊びを楽しみました。 

    ※暑さ対策として寒冷紗を設置。 

（日時）8月 4日午前 10 時～午後 5時 30 分、5日午前 9時～午後 4時  

（参加者）1日目：約 750 人 2 日目：約 750 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１４】警察・消防車両展示 

 （内容）パトカー・白バイ、消防車を展示し、普段乗れない車両をご覧いた

だきました。 

 （日時）8月 4日午前 10 時～午後 5時 30 分、5日午前 9時～午後 4時 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１５】バスの乗り方教室 

 （内容）西鉄バス（水都）を展示、バス会社の方による乗り方教室を実施し

ました。 

 （日時）8月 4日 午前 11 時～ 
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【１６】スケールボート展示・操縦体験 

（内容）ラジコンヨットやラジコンボートなどの展示を行い、ラジコンの操縦

体験も行いました。 

 （日時）8月 4日午前 10 時～午後 5時 30 分、5日午前 9時～午後 4時 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１７】水辺屋台村・展示ブース 

 （内容）水辺でくつろげる屋台村を設置しました。好天に恵まれ、多くの人

で賑わいを見せました。また、ホウ酸ダンゴ・石けんづくり体験や

掘割再生に関する資料などを展示したブースを設置しました。 

 （日時）8月 4日午前 10 時～午後 5時 30 分、5日午前 9時～午後 4時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【１８】阿波踊り 

（内容）市内で活動している柳川むつごろう連と島原不知火連（長崎県島原 

市）による、阿波踊りを披露しました。 

（日時）8月 5日午前 10 時 15 分～ 
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 【１９】表彰式・閉会式 

 （日時）表彰式 8 月 4 日午後 5時 30 分～ 

     閉会式 8 月 5 日午後 4時～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口会長あいさつ 

 

酒見副市長あいさつ 
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□ 新聞記事                               

 

有明新報 6 月 27 日 

 

西日本新聞 ８月２日 
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有明新報 ８月２日 

 

西日本新聞ぽしぇっと 8 月 3 日 
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有明新報 ８月５日 

 

朝日新聞 ８月８日 
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有明新報 ８月９日 

 

読売新聞 ８月２４日 
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□ ラジオ・テレビ放送                          

 

◎ラジオ 

㈱有明ねっとこむが運営されている「FM たんと」において、生放送とスポッ

ト CM の放送を行っていただき、水まつりの PR ができました。 

  

■FM たんと（79.3MHz） 7 月 31 日（火）午前 10:30 ごろ 生放送 

  

 ■FM たんと（79.3MHz） 7 月 30 日～3日朝 2回、昼 1回、夕 1回 CM 放送 

 

 ■ＲＫＢラジオ スナッピー 8 月 4 日 午前 10：30～ 会場内取材生放送 

 

 

◎テレビ 

県内放送局に取材依頼を行ったところ、下記放送局からテレビ取材・放送を

行っていただき、水まつりの PR ができました。 

 

 ■ＮＨＫ「昼・夕方のニュース」 8 月 4 日（土） 収録放送 

     「朝のニュース」    8 月 5 日（日） 収録放送 

 

■ＲＫＢ「夕方のニュース」   8 月 4 日（土） 収録放送 

 

 ■FBS「めんたいワイド（Motto！）」 8 月 17 日（金） 

午後 3:48 から 収録放送 
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□ 協賛・支援・協力・後援一覧                       
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水郷柳川の水の祭典実行委員会会則 

 

 （名称） 

第１条 本会は、水郷柳川の水の祭典実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

 （目的） 

第２条 実行委員会は、柳川の地域資源である掘割や河川を活用し、市民が水

と親しみ、参加できるまつり（以下「水の祭典」という。）を円滑に運営す

るために必要な準備等を行い、もって市民の手による水環境の再生と本市

が恩恵を受ける水源の森の重要性を啓発することを目的とする。 

 （事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、水の祭典の総合企画、関

係機関、団体等との連絡調整及びその他目的のために必要な事業を行う。 

（組織） 

第４条 実行委員会は、本会の目的に賛同する団体・個人をもって組織する。 

 （役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置く。 

(1) 会 長 １名 

 (2) 副会長 若干名 

 (3) 監 事 ２名 

 （役員の選出） 

第６条 役員は、委員の互選によって定める。 

 （役員の職務） 

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、又は会長が欠けたと

きは、その職務を代行する。 

３ 監事は、実行委員会の会計を監査する。 

 （任期） 

第８条 役員及び委員の任期は、毎年４月１日より始まり、翌年３月３１日ま

でとする。ただし、会長が特別の理由があると認めたときは、この限りで

はない。 

（顧問） 

第９条 実行委員会に、顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、会長が委嘱するものとする。 

３ 顧問は、実行委員会の重要事項について、会長の諮問に応じる。 
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（会議） 

第１０条 会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の２分の１以上の者が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議においては、次の事項を審議決定する。 

 (1) 水の祭典の開催及び運営の基本方針に関すること。 

  (2) 予算及び決算に関すること。 

  (3) その他重要な事項に関すること。 

４ 議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。  

 （部会） 

第１１条 水の祭典準備ならびに運営に必要な具体的計画を審議するために部

会を置くことができる。 

２ 部会は、審議した結果を会長に報告する。 

３ 部会に必要な事項は、会長が別に定める。 

４ 各部会長は、副会長を兼務する。 

 （事務局） 

第１２条 実行委員会の事務を処理するため、柳川市総務部企画課内に事務局

を置く。 

 （会計） 

第１３条 実行委員会の経費は、補助金、協賛金、寄付金及びその他の収入を

もって充てる。 

第１４条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日より始まり、翌年３月３１

日に終わる。 

   附 則 

１ この会則は、平成２０年５月９日から施行する。 

２ 平成２０年度については、第８条及び第１４条にかかわらず平成２０年  

５月９日に始まり、平成２１年３月３１日に終わる。 

   附 則 

１ この会則は、平成２３年４月１２日から施行する。 

   附 則 

１ この会則は、平成２９年４月１８日から施行する。 
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□ 実行委員会委員名簿                          

 
団　　体　　名 役　職 氏　　名

1 NPO法人有明会 理事長 工藤　徹

2 九州スケールボート倶楽部 新谷　裕幸

3 ジャングルジム 徳永　貴大

4 福岡有明海漁業協同組合連合会 山田　和弘

堀なおしネットワーク/蒲池堀割委員会 代 表 木下　力栄

堀なおしネットワーク/蒲池堀割委員会 副代表 西村　明利

堀なおしネットワーク/蒲池堀割委員会 事務局長 古賀　忠雄

6 掘割環境整備機構 会　員 元山　和志

7 まちづくりネットワーク柳川 代　表 川口　聡

水の会 会　長 立花　民雄

水の会 平野　幸二

水の会 梅崎　敏信

9 柳川クラスタープロジェクト 田中　勝裕

10 柳川市観光協会 副会長 山田　美代子

11 柳川市商工会青年部 諸藤　悟

12 柳川市地域婦人会連絡協議会 大淵　知代

柳川商工会議所青年部 古賀　丈二

柳川商工会議所青年部 山田　恭史

14 柳川青年会議所 金納　伊一郎

柳川ソーラーボート競技会 事務局長 明石　剛二

柳川ソーラーボート競技会 松藤　満也

16 柳川農業協同組合 総合企画課 北原　大也

17 柳川発見会議 代　表 今村　功輔

顧問

副会長
15

13
監査

会長

備　考

副会長

副会長

監査

5

8


